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１．

２．

３．

日本ライフル射撃協会が競技開催案内、記録集計・発表、表彰を担当）

４．

５． (1)日本ライフル協会は、会場施設の準備状況等を勘案して、開催することが可能な会場

　 を決定し、大会1ヶ月前までに開催会場を含む要項をＷＥＢサイトで公開する。

６．

７． (1)ＩＳＳＦ競技種目

なお、ISSF競技種目の参加選手は、第１、第２シリーズ（小数点表示）得点を持って、

普及競技の２０発競技に参加したものとすることができる。

(2)普及競技種目

１０ｍビーム・ピストル(デジタル）フリーポジション２０発（男女混合）

 （参考）１０ｍﾋﾞｰﾑ･ﾋﾟｽﾄﾙ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ）ﾌﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ２０発

         ・階段式依託台の使用も可とする。

         ・車椅子での射撃も可とする。

         ・視覚障害者は音による照準を使用できる。

８．

９． 日本ライフル射撃協会の認定品を使用する。

（個人または主催者準備のデジタル・ピストルを使用することができる）

10．

（事前申込みにより受付を行い、定員になり次第締め切ります。会場ごとの定員は

会場に直接問い合わせください）

11． 成績は、各会場の集計後、協会ＨＰにて公開する。

会場ごとの表彰式は実施しない。賞状及びメダルは郵送により授与する。

１０ｍビーム･ピストル（デジタル）ﾌﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ２０競技の優勝者に対して「優勝杯」

を授与する。（持ち回り）

12． ＩＳＳＦ種目　※会場ごとに設定することができる。下記金額は目処。

主 管 関係都道府県ライフル射撃協会ほか

平成２２年３月２０日（土）～２１日（日）期 日

平成２１年度
第７回デジタルスポーツ・シューティング 全国競技大会

平成２１年度第７回デジタルスポーツ･シューティング全国競技大会

社団法人　日本ライフル射撃協会

大 会 名

主 催

会 場

3月20日(土)

表 彰

参 加 料

競 技 方 法

競 技 規 則

各種目

各種目

日ラ会員、また各会場の定員に余裕がある場合は一般市民の参加も可能とする。

使 用 機 材

参 加 資 格

１０ｍビーム・ピストル(デジタル）立射男子４０発

１０ｍビーム・ピストル(デジタル）立射女子４０発

日本ライフル射撃競技規則集（第２巻）２００９年版による。

一般参加者

日本ライフル射撃協会会員 ２,０００円

３,０００円

(2)開催を予定している会場は次のとおりです。

　 北海道　、山形県　、東京都　、岐阜県　、京都府　、山口県ほか

日程 競技種目

競技日程･種目

競技時間

3月21日(日)

開催される種目、開催時間等
は会場ごとに設定されます。
詳細は、WEBサイトで公開され
ます。

公式練習

各種目ともに　１位～３位　賞状及びメダル　４～８位　賞状

10ｍビーム・ピストル(デジタル）立射女子４０発

10ｍﾋﾞｰﾑ・ﾋﾟｽﾄﾙ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ）ﾌﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ２０発

10ｍビーム・ピストル(デジタル）立射男子４０発



※なお、ＩＳＳＦ競技の参加料の中には、全国競技会の参加料が含まれる。

13．

(2)書式はＷＥＢサイトの物をプリントアウトして使用。

　　（社）日本ライフル射撃協会ＷＥＢサイト　http://www.riflesports.jp/

(3)参加申込み先　

　　（社）日本ライフル射撃協会事務局　　Fax　03-3481-2392

(4)締切日：平成２２年３月５日（金）

14．

15． デジタル射撃部会　三野　卓哉

16．

参加料については、会場ごとに設定することができる。

そ の 他

参 加 申 込

公 式 練 習

大会責任者

会場ごとに、実施の有無を含めてWEBサイトで公表します。

(1)日本ライフル射撃協会に申し込むか又は、会場に直接申し込んでください。

普及競技種目


